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行事名 第 1 回 A プロⅡ委員会 

日 時 10 月 27 日(水) 場 所 まんまるはうす 参加者数 8 名 

内容 まんまるはうすを避難スペースとして使用するにあたって検討 

①利用可能人数…1F(10 名)、2F(４～5 名)、3F(3～4 名 計約２０名(5 家族)  

②避難所として開所理由…火事、水害、地震による自宅の倒壊、停電他 

③必要物品…発電機、食料、備蓄品など 

☆詳細については今後検討課題とする。 

行事名 第 65 回兵庫県知的障害者福祉大会(オンライン) 

日 時 10 月 29 日(金) 場 所 尼崎市立小田南生涯学習プラザ 参加者数 37 名 

内 容 １）開会のことば  加西市手をつなぐ育成会 理事長 野田英紀 

２）大会会長挨拶  兵庫県手をつなぐ育成会 理事長 井上三枝子 

３）理事長表彰・感謝状贈呈 

４）来賓祝辞    兵庫県          福祉部長 入江武信氏 

          加西市            市長 西村和平氏 

          全国手をつなぐ育成会連合会  会長 久保厚子氏 

５）来賓・主催者紹介 

講演：「みんなのぼうさい～支えあい、学び合い～」 

講師：関西大学社会安全学部 准教授 近藤 誠司氏 

令和 4年 1月 137号 
明けましておめでとうございます。 

育成会の拠点施設である「まんまるはうす」が竣工して

はや一年。会合や音楽教室、オンライン研修など、コロ

ナ禍にあっても前向きに活動を続けています。 

令和４年の干支は「寅（とら）」です。また本年

は、60 年周期で訪れる「壬寅（みずのえと

ら）」にあたる特別な年とされています。「壬

（みずのえ）」とは、ゆったりカーブを描きなが

ら流れる大河を表し、「寅」は「決断」の意をも

つそうです。心にゆとりをもち、おおらかに物事

を見定めることのできる年にしたいものです。感

染症の拡大が叫ばれますが、冷静さを失わずに行

動できる年となりますように。 

 

土と芽だより  

予算総会後に視聴予定 

http://www.ikusei-ama.com/
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行事名 A プロⅢ委員会(第１回⓵・第２回②) 

日 時 ⓵11/1・②12/15 場 所 まんまるはうす 参加者数 ⓵10 名・②12 名 

内 容 １．今後の活動について 

  ・高齢者事業所での入浴支援…実態調査  ・日常生活のアンケート実施に向けて 

  ・わかりやすい選挙公報と投票について 

・育成会ヒストリー…ＰartⅡ(収録 11/24) 

２．その他 

  ・杭瀬福成園でのコロナウイルス感染発生状況と事業所の対応…当事者より報告 

  ・今年度中に福成会との懇談会を実施 

  ・宝塚市「見守りめるも」について…尼崎市独自の方法を次年度より検討 

  ・預かりファイル…今年度中に見直し配布 

行事名 父と母の学校 

日 時 11 月 2 日(火) 場 所 尼崎市立中央北生涯学習プラザ 参加者数 16 名 

内 容 ＜演題＞ 「尼崎の歴史」～市になったころの尼崎～ 

＜講師＞ 尼崎市立歴史博物館 学芸員 桃谷 和則氏 

尼崎市初代市長…櫻井忠剛(ただたか)氏 

明治 22(1889)年、現在の尼崎市域には尼崎町と大庄・武庫・立花・小田・園田の

5 村があり、工業化が進んだ尼崎町は人口も増加し、町から市への発展を望んだが、

人口が 3 万人に満たなかったため、近隣の合併を目論み、立花村の東難波・西難波

を合併することにより、大正 5(1916)年に尼崎市が誕生したとの歴史を学んだ。 

もっともっと尼崎の事を知りたくなった講演会でした。 

行事名 第 2 回阪神地区手をつなぐ育成会連絡協議会 

日 時 11 月 19 日(金) 場 所 三田市立総合福祉保健センター 参加者数 4 名 

内 容 議題 

１．県育成会からの情報 

 ・10/29 県福祉大会はハイブリット式で行った。 

 ・県養成講座等の研修会がオンラインで配信を実施。 

 ・来年度の県大会は猪名川町で行われる。 

・キッザニア甲子園…昨年・今年度と中止、次年度は県と協議しながら実施したい。 

２．各市・町情報交換 

３．その他 

行事名 県就労支援部会(オンライン研修会) 

日 時 12 月 8 日(水) 場 所 まんまるはうす 参加者数 3 名 

内 容 ＜演題＞「若い人たちの学校・事業所から就労につながる仕組みと高齢の方の企業から

就労継続支援 B 型や生活介護に移行するプロセス」 

＜講師＞ 社会福祉法人三田谷治療教育院阪神南障がい者就業・生活支援センター 

 就業支援担当 社会福祉士・精神保健福祉士・ジョブコーチ 田中 邦子氏 

＜感想＞ 「働く」ことは経済活動だけではなく、「社会とつながりつづけること」に

もつながり、孤立しない人生を送るためにとても大切な要素になるというこ

とが印象に残った。 

働くにあたって大切なことをあらためて聞かせて頂き今からしなければな

らないことがよく分かった。 
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行事名 第 4 回心障連役員会 

日 時 12 月 13 日(月) 場 所 まんまるはうす 参加者数 6 名 

内 容 協議事項 

１．父と母の学校(11 月 2 日)報告と反省 

２．成人式・還暦祝と新年おめでとう会 (令和 4年１月 9 日) 

  令和 3年度 13 名(成人…知的２名・肢体３名・一般７名、還暦 1名) 

  令和 2年度 4 名(成人…知的 1 名・肢体 2 名、還暦 1名) 参加者計 17 名 

 ＊来賓(市長、教育長、福祉局長、尼信) 一般参加者はなし。 

３．その他 

行事名 成年期研修会(県相談員研修オンライン配信) 

日 時 12 月 22 日(水) 場 所 尼崎市立中央北生涯学習プラザ 参加者数 18 名 

内 容 ＜演題＞ 兵庫県 強度行動障害 地域生活支援事業の取り組み 

        ～住み慣れた地域で暮らしていくために～ 

＜講師＞ 障害者支援施設あかりの家部長 亀山隆幸氏(集中支援コーディネーター) 

「あかりの家」1986 年開設、現在 36 年目 

 ・利用者 48 名中自閉症９割、知的障害重度 97％ 

年齢 46 歳～55 歳が 2/3 で利用者の年齢が高い。 

 ・事業内容 

  施設入所支援事業(40 名)、生活介護事業(40 名)  

短期入所事業(6 名)、日中一時支援事業(10 名)、障害児等療育支援事業(県・姫路) 

★兵庫県強度行動障害地域支援事業 

 2018(平成 30)年 4月に三田市で親による障害者監禁事件が発覚、保護者は加害者

である一方、不適応行動を示す我が子に対して適切なサポートを受けることが出来な

かった被害者とも言えるかもしれない、というのがきっかけで、緊急性のある強度行

動障害者を短期から中期間集中支援し、再度地域生活を送ることができる仕組みを構

築し、地域での受け皿ともなる事業所の支援員スキルを向上させ、障害者の安定した

地域生活を実現させることを目的に、県単独事業として 2019 年創設された。 

＊対象者：原則、在宅障害者 18 歳以上で｢行動関連項目｣判定基準で 10 点以上 

 ①集中支援 原則3～6ヶ月(地域支援含む) あかりの家での集中支援(約2ヶ月) 

  ②地域支援 原則 1 ヶ月 

   対象…対象者が地域に戻った際に利用する事業所等の職員 

   内容…集中支援機関が行う集中支援に参加し、対象者の障害特性や対応を学ぶ。 

あかりの家での実習(約 3 週間)、所属施設での訪問助言(約 1 週間) 

 ③集中支援協議会…対象者、支援機関の決定、効果の検証 

＜感想＞ 

あかりの家で問題行動・生活リズムを再構築するため集中支援を受け最後の 1 か月

は地元の施設職員があかりの家で支援ノウハウを習得し地元施設で受け入れ態勢を

整える、また、家族も連携し家庭生活を見直す、という事業内容について、強度行動

障害を親だけで立て直すのは難しく、地域生活を続ける上でも専門のスキルを持った

職員・施設で対応し強度行動障害支援事業はとても重要だと思った。 

  

利用希望の方

は、通所事業所

と相談し障害福

祉課に申請

して下さい。 
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月 日 曜日 行    事 月 日 曜日 行    事 

10/5 火 中間監査 11/18 木 成年期部会 

10/7 木 役員会 11/19 金 阪神地区手をつなぐ育成会連絡協議会 

10/12 火 災害時要援護者委員会 11/22 月 A プロⅢ（育成会ヒストリー） 

10/15 金 理事会 11/25 木 A プロⅢワーキング委員会 

10/18 月 自立支援協議会あまっこ部会（オンライン）   心身障害者相談員研修会（委嘱式） 

10/27 水 A プロⅡ委員会 11/29 月 自立支援協議会しごと部会 

  全育連権利擁護セミナー（オンライン） 12/7 火 A プロⅢワーキング委員会 

10/28 木 あこや学園説明会 12/8 水 県就労部会（オンライン） 

  尼崎市市民福祉振興基金事業懇談会 12/13 月 心障連役員会 

10/29 金 県福祉大会（ハイブリット式） 12/14 火 役員会 

11/1 月 A プロⅢ委員会 12/15 水 A プロⅢ委員会 

  自立支援協議会あまっこ事務局会議 12/16 木 理事会 

11/2 火 父と母の学校 12/20 月 強度行動障害動画視聴（尼崎市議） 

11/10 水 成年後見研修会（オンライン） 12/22 水 成年期部会（強度行動障害について） 

  尼信挨拶 12/24 金 自立支援協議会全体会 

11/12 金 三田 GH 見学   障害者福祉等専門分科会 

11/17 水 役員会    

＊県行事報告 

月 日 曜日 行    事 月 日 曜日 行    事 

10/4 月 県三役会・近畿ブロック役員会(神戸市) 11/15 月 県特別支援教育振興会設立50周年記念 

10/22 金 障害基礎年金学習会 (氷上特別支援学校)   事業(神戸市) 

10/27 水 全国権利擁護センター委員会(オンライン) 11/18 木 第 1 回ユニバーサルツーリズムに関す 

10/28 木 県大会前準備(加西市)   る検討会(神戸市) 

10/29 金 県大会(加西市) 11/28 日 県障害者芸術・文化祭(神戸市) 

11/5 金 県三役会(神戸市) 12/6 月 県三役会・近畿ブロック役員会(神戸市) 

11/8 月 ICTを活用した指導のあり方研究発表会(オンライン) 12/8 水 県就労支援部会(神戸市) 

11/9 火 県事業団理事会 11/13 月 第 2 回ユニバーサルツーリズムに関す 

11/10 水 成年後見利用促進事業(神戸市)   る検討会(オンライン) 

11/12 金 県社会福祉大会丹(南あわじ市)    

 

 

 

 

こころよりご冥福をお祈りいたします 

11 月 上田 時枝様（中央地区 上田稔さんのお父様）     

 辻村 拓夫様（育成会相談役） 

12 月 山本 秀子様（塚口福成園 山本伸一さんのお母様）  

 

     

 

協議事項 

1．中間監査について                                             

2．各部・研修会報告 

３．その他 

・GH 一時金について…年度末に支払う 

・8 月豪雨係る災害支援義援金について全育 

連より要請…３万円寄付 

・ワクチン接種について各施設より報告 

第 3 回理事会 10/15 第 4 回理事会 12/16 
協議事項 

１．地区懇談会について  １０時３０分開始 

＊立花・武庫地区 1 月 28 日(金)女性センタートレピエ 

 ＊小田・園田地区 1 月 31 日(月)小田南生涯学習プラザ 

 ＊中央・大庄地区 2 月 8 日(火)中央北生涯学習プラザ 

内容 ⓵A プロジェクト各チームの報告  

②コロナクラスターが発生した杭瀬福成園 

からの報告…村中家族会長の体験談等 

２．各部・研修会報告  ３．その他 

 

 

…… 訃 報 …… 

 


